真名井幼稚園　３歳児募集の継続および園の存続を願う署名のお願い
真名井幼稚園存続を願う会

代表　　吉田　　稔

谷口　秀人

去る１１月１日の新聞紙上で真名井幼稚園の３歳児募集停止および廃園に向かう方針が発表されました。この内容については、幼稚園関係者及びＰＴＡに事前に何の打診もなく、いきなり新聞発表されるというたいへん衝撃的なものでした。それを受け、ＰＴＡが中心となり「真名井幼稚園存続を願う会」を発足しました。

教育委員会に対し強く説明を求めたところ１１月２６日に説明会が開かれました。

それによると、「３歳児募集および廃園」の方針は正式決定ではありませんが、早急に３歳児の受け入れを求めなければ募集の停止ならびに園の廃止が決定してしまいます。未来ある子どもたちのために、ぜひとも皆様のお力をお借りできないでしょうか。
当会としては、以下のように園のことを考えております。

· 決して保育所（園）と幼稚園の優劣を述べているのではありません。もともと、保育所（園）は働く親のための児童福祉施設であり、幼稚園は幼児教育を受ける学校施設です。それぞれに長所と短所を持っています。

· 教育環境の充実した町づくりこそが、他の市町村とは異なる特色を持つ町となり、ひいてはこの町の少子化対策になります。

· 公立幼稚園と保育所（園）の選択肢があるからこそ、多くのＵターン、Ｉターン者および転入者が穴水町を選んでいます。これは、穴水町における少子高齢化対策の一端を担っています。

· 若者に選ばれる町でなければ、介護福祉の充実はありえません。

· 幼稚園と保育所（園）が共存し、自らの子どもや孫たちの世代にわたって、保護者や子ども達のニーズに合わせて幼児教育の場を選択できることを望んでおります。

· 幼児教育を必要としている保護者から教育の場を奪わないでください。

· 未来ある子ども達のためにも、教育環境の選択肢を残すことを望みます。

穴水町を、未来に渡って幼い子どもの声が響き渡る町にするためにも、ぜひともご署名をお願いいたします。

恐れ入りますが、議会に提出する都合により１２月６日（水）までにお願いいたします。
